2012年度　公益社団法人　山形青年会議所

第３回　定例理事会　議事録

日　時　：２０１２年２月２８日（火）

１８：３０～２２：３０
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６．会議成立の確認




　　　武田事務局長
７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長
８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤室長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
　皆さんこんばんは。先ずは２０分遅延致しまして会を代表して皆様にお詫び申し上げます。色々、ご挨拶も考えて来たところもあったのですけど、時間についてお話しさせていただきたいと思います。私が入会した当時はＪＣマンというのは時間の使い方を上手くするものだと、要するに優先順位を決めてその中でもしっかりと準備をしてきて行って、そうやって仕事と家庭とＪＣをやりくりするというのを教えられました。
　昨日山形ＪＣのシニア総会が開催され、昨日の今日なのでしっかり覚えていて皆さんにもお伝えしたいことが沢山あるんですけども、今、山形青年会議所はＡＳＰＡＣに向かって色々活動している訳ですが、一旦ここで視点を変えていただいて、本来の我々の青年会議所活動というものはどういったものかというのをもう一回持ち帰って、今日の理事会の帰り、もう一度皆さんの上程、そのスタンスから考えていただきたいと思っています。
　また、予定者の段階から非常に気になっている事を言います。ＪＣＩクリード、ＪＣＩミッション、綱領、昔は本当に見ないで、多分仮会員の時に昔は９回ありました。その中で約６回位は必ずそこで言わされた、というよりは教えていただいたのですが、せめてこの理事の皆様につきましては、見て開いてでも全然、私も開きますけど、やっぱり見ないで上を向いて言っていただきたいなと、その中には本当に青年会議所がどういったものかというのが示されていますので、最後にここだけ引用してというのではなくて、その前後もしっかり自分なりに理解して覚えていただきたいと思います。
　２月も色々と事業がありまして、まずビューティフルコミッションの紹介がありまして佐藤委員長、委員会の皆様には本当にお世話になりました。仮会員セミナー、拡大会議と誇りある会員開発の矢口委員長にも大変お世話になりました。ありがとうございます。あとは仙台の遠い地まで国際グループ、ＡＳＰＡＣ準備会議と渉外支援委員会の方が皆様本当に、ＰＲというよりは報告になって、ただ行っただけになって申し訳なかったんですけど、今、東北の地区の事情を考えればああいった形の復興支援を第一として青年の仕事であると言い切った植松会長の下、もう一つの担いとしてはＡＳＰＡＣ山形大会の支援としてやっていただいておりますので、本当に来ていただいてありがとうございました。
　そして例会であります４ＬＯＭ合同例会、本当にこれも佐藤委員長はじめ、私のわがままを１１月から聞いていただいて、他の３ＬＯＭの理事長様からも大変良かったと言っていただきましてお疲れ様でした。そして先日はキッツビューエルクラブの総会お疲れ様でした。このキッツビューエルクラブも実際はヨーロッパのオーストリアという国にキッツビューエルという市があって、来年５０周年という形で、また新たな、もう５０年前に山形市が先頭に立って行い、それを山形青年会議所が支えている事をまた改めて認識しました。井上副理事長ともども参加していただき誠にありがとうございました。

　そして花火の協賛金また総会、昨年の総会を東海林特別委員長、鈴木力本部長と、また関係者は様々いらっしゃいますが本当にありがとうございました。

　そういった形で２月の事業も皆さんの力に支えられて何とか無事に終わる事が出来そうな雰囲気です。まだあと１日ありますので４年に１回の閏年というおまけもついていますので明日１日、２月２９日を満喫していただきたいと思います。
　会頭公式訪問の際に理事長座談会をしました。時間はないのですけど少し話をさせて下さい。ある青年会議所、あると言うよりは庄内中央青年会議所の渡辺理事長が会頭公式訪問の際に、会頭にこれだけ言いたいです。と言って言ったのが、実は庄内中央青年会議所さんは昨年１４、５名いたのですが、実は渡辺理事長が受けた時に正式に入るメンバーと事実的になるメンバー数えたら半々位なのですね。７～８名位らしいのです。色々、自分がどういった青年会議所をやるかというのを例会にも来ない、事業にも来ない、ただ年会費だけを収めているメンバーもとるのか、実質人数が少なくなっても公益になるのか、一般になるのかわかりませが、しっかりとした土台の中で青年会議所として活動するかを大分悩んで、実は形式だけいる７名を切りました。そして昨年３人か２人、入会して今年初め１名入会して、今の所１０か１１名で活動を始めていますと。そういった所に様々な思いがあるという話をしました。

　山形青年会議所から見れば１１人というメンバーは花火大会特別委員会とかＡＳＰＡＣ準備委員会のメンバーにも劣るかも知れないです。ただ我々は今、質か量かといわれたらどっちを欲しいか、私はどっちも欲しいです。数を取るのであればまずは入れればいいです。入れるだけ入れて、皆で教育しあって、高めあっていって質も高めればいい。私はそう思っています。渡辺理事長の場合はどうしてもそういった選択をしなければならないといったＬＯＭの厳しい現状もあります。そういった所も我々は踏まえて２０１４年の山形ＡＳＰＡＣに向かってやっていただきたい。我々だけが厳しいという偏見を持たないで山形ブロック以外にも実は宮城にも秋田にも福島にも、やっぱり震災で自分の地元にも帰れないメンバーも何名もいますし、もしかしてＬＯＭが地元でできないまま解散しそうなＬＯＭも実際に聞いています。そういった所も含めまして様々な思いを皆様には理解していただいてＰＲとか今後色々ありますが、自分なりに理解していただいて、そしてこのＡＳＰＡＣというのは、何の為にやるかというのをもう一回だけ考えて下さい。自分の為なのか、街の為なのか、それとも自分の子供の為なのか、私は人それぞれ、どれでもいいと思います。ただやるのであれば全ての為にやっていただきたいと考えております。厳しい事をお願いばかりですが、皆さんＪＣライフを満喫していますか？しっかり楽しんで行動する事と、好きなことをやって楽しんで行動する事とは全く違うのです。前者の楽しんでいるというのは何に楽しんでいるかが一つ青年会議所活動の中で例えれば、我々の夢に向かってＡＳＰＡＣの為に向かってやる事業、そこには色々な困難があります。山あり谷あり、お金の問題、時間の問題、それぞれ様々、仕事のバランスの問題、家庭のバランスの問題、そういったものを自分の中で消化しつつ、しっかりと楽しい青年会議所活動を私は何処まで手伝いできるかは知りませんが、相談されたら皆さんの親身になってお答えしますし、私の実体験にも基づきますし、ただ理事長、香港行きたいからお金貸して下さいってのはできませんけれど、本当にできる限りのことは、しかも我々の夢というのはこの街だけではなくてアジアに発信する、アジアから世界に発信するという大きな夢だという事は誇りを持って今後進んでいただきたいと思っております。それが多分、山形の為であって次代を担う子供たちの為でもあると思います。山形青年会議所伝統的に、子供というのを使わないのですね。仙台青年会議所の新年会もしくは色んな事業に参加した際に参加された方がいればお気付きですけど、常に最後に子供という次代に繋ぐ、今日、車の中でラジオを聴いていた時に皆さん夢を持っていますかというＭＣの方がいて、夢を持って語り継がなければいけないと言っていました。それがやっぱり今の世の中には大切な事なんじゃないかとやっぱりラジオから教えてもらったというよりは、よくよく考えると我々の夢というのはＡＳＰＡＣだけではないですよね、そういった形で我々が夢を持つのはしっかり誇りを持って、それをまた若い世代の、今理事メンバー以外の若いメンバーに伝えていただければと思っています。そしてもう一度私の初信と、私が掲げている決断と行動、無限の可能性と自分の力を信じて。このスローガンを今一度復読していただいて、３月のセネターゴルフの開催もありますが、先ずは６月の香港大会に私の初信にも書きましたが、全員で行きたいです。全員で、どうかこの私の初信に書いたものを実現していただくべく皆さんにお力添えいただきそして皆様に今の段階でお願いするしかございません。
　達成してくれとかではなくて、香港に行ったら何があるか、それは自分が歴史を聞く側なのか、自分が歴史を語る側なのか、そのビッドを５０年に一度と言われる、もしくは１００年に一度、もう二度と来ないかもしれないその歴史的瞬間に是非この１０６人のメンバーが立ち会っていただいて全員が来年、今度来る新入会員にＡＳＰＡＣのビッドというのはこういう物だったと、通常のＡＳＰＡＣ大会じゃないものを語りつがれるものになるかならないかの差でありますので、是非ともその辺はもう一度、皆様に考えていただいて、出来る、出来ないはそれは仕方がありませんので、あとは私からは何も言いませんがただ単にお願い申し上げるだけです。
　そして最後に先日のシニア総会でもお話しましたが、過去に学び歴史を知ることは誇りある団体の一番の基礎でございます。過去を学んで歴史を知らなければ自分達がどこの高みに行くかは全然わかりませんので、是非この言葉は私、某先輩と言いましたが実は東京ＪＣの昨年の奥山理事長のお父さんであります奥山先輩が、この方というのは三沢議長も多分ご存じだと思いますけど、本当の中国とも民間外交をした最初の方です。日本ＪＣが２０何年、約３０年の歴史がある中で、その先輩は約１５年も前から中国と仕事の関係もあったのでしょうけど、その奥山先輩が歴史を知ることがやはり高みのある組織を作ると、正にその通りだなと思い、それも先輩の言葉から言えば中国から学んだと言われておりますが、皆さんには今一度立ち返って私も浮き足立たずにＡＳＰＡＣの事ばかりではなくて本来の青年会議所活動にまい進していただければと思っております。
　今日は直前も顧問もいないという事で思うぞんぶん時間を使わせていただきましてありがとうございました。今日は本当によろしくお願いいたします。
１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

（割愛）

１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

　　　討－０１　　　ＪＣＩセネターゴルフ対応(案)に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
近藤総括幹事【上程】
山形ＪＣからは１８名の参加である。
鈴木専務理事【質問】
どこに意見いただきたいのか。参加者は足りるのか。
三浦顧問【意見】
具体的にどこが足りないのか。
近藤総括幹事【回答】
２５日から２７日まで足りない。あと１０名程参加いただきたい。
三沢議長【補足】
通しで出られないなら前半だけ後半だけでもいいので参加いただきたい。
櫻井委員長【意見】
参加を募るのに同報は使うのか。空港などの任務では２人１組が望ましいが人は大丈夫か。
鈴木専務理事【質問】
全体で何名参加なのか。
齋藤副理事長【回答】
日本から４１名うち２７名が山形からのシニアと現役である。
１５　審議事項

　　　審－０１　ＪＣＩ役員及び各ＮＯＭ支援活動(案)承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議三沢議長【上程】
前回までの間違いは修正した。ギフトはお鷹ぽっぽとした。
承認可決

　　　審－０２　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会ＰＲ活動予算（案）承認に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
三沢議長【上程】
齋藤副理事長【補足】
ＰＲグッズの予算を計上した。大枠として捉えて欲しい。
三浦顧問【質問】
ＰＲの方法が議案に無い。教えて欲しい。
三沢議長【回答】
タッチミーを使う。継続する。
三浦顧問【意見】
日程が被る事があるので統一して広めて欲しい。
船橋直前理事長【質問】
この中に無いときにＰＲが発生する可能性があるので対応するのか。
三沢議長【回答】情報収集が足りないのでもっと情報を集める。
野口理事長【質問】
６月までは明確だがそれ以降の動きを説明欲しい。
三沢議長【回答】
ビットは取るものとして考えているが取れば挨拶、御礼回りになる。ただ、取ることを前提に議案に乗せていいのか。
三沢議長【再上程】

東海林特別委員長【質問】
ＰＲグッズは色々な人が使う。また貸しなどで無くなる可能性もあるのでルールを決めた方がいい。
三沢議長【回答】
運営幹事を責任者とする。
齊藤監事【意見】
議案名の変更になったが不参加の方に対応お願いしたい。
承認可決
　　　審－０３　４月例会の企画・実施（案）に関する件
　ＡＳＰＡＣ準備会議
三沢議長【上程】
会場がメトロになった。内容に変更はない。内容は添付した。
齋藤副理事長【補足】
前回より加筆した。宜しくお願いする。
鈴木専務理事【意見】
予備費が１３％になっている。
三沢議長【回答】
当初、市の派遣を考えていたが県に依頼する事により安くなった。

鈴木専務理事【質問】
5000円を8000円に予算を合わせるためにしたのか。
三沢議長【回答】
5000円が妥当かと考えた。

鈴木専務理事【意見】
５％以内というルールがある。当日なにがあっても使えるように予備費がある。修正して欲しい。
三沢議長【回答】
修正する。
　　　審－０４　１月定時総会の開催事業報告（案）承認に関する件
総務情報委員会
渡部委員長【上程】
出席率６３.２％だった。７０％を超えたかった。今回の反省を次回に生かしたい。
鈴木専務理事【補足】
委任状１００％を達成した。協力感謝する。
安藤室長【質問】
総会の議事録は上げないのか。
渡部委員長【回答】
議事録作成している。本日は添付していない。
承認可決
１６　協議事項

　　　協－０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会実行委員会組織図(案)について　　　　

　ＡＳＰＡＣ準備会議
齋藤副理事長【上程】

中村室長【意見】　

各委員会におとしていければいいと思う。

佐藤委員長【質問】

本年度は具体的にどういった事がやれるのか。
齋藤副理事長【回答】

企画の中に各委員会名を書いている。各委員会でシミュレーションをしていただき、今後の基軸にしていきたいと考えている。

渡部委員長【質問】

組織図が来年度の時はどうするのか。
齋藤副理事長【回答】

来年度とかではなく今年度として組織図を作成する。

　　　協－０２　国内におけるＬＯＭブースの出展(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会
横山委員長【上程】

安藤室長【補足】

国内ブースは食、国外ブースは体験ということで分けている。委員会メンバーを始めとしてブースを作るということでお願いする。

齋藤副理事長【補足】

ブースの出店物について意見をいただきたい。

鈴木本部長【意見】

昨年度は、東北フォーラムで助成金として３万円ほど返ってきた。今年度もあると思う。

三浦顧問【質問】

ＬＯＭブースを大会において出す目的は何か。
横山委員長【回答】

ＡＳＰＡＣに向けて地区とブロックの交流を深めると考えている。

三浦顧問【意見】

食事を提供しただけで終わらないでほしい。ＡＳＰＡＣに向けてＬＯＭブースを見ているので、次回までに具体的にしてほしい。

　　　協－０３　国外におけるＬＯＭブース出展(案)に関する件

渉外支援委員会

横山委員長【上程】

安藤室長【補足】

齋藤副理事長【補足】

井上副理事長【質問】

紙袋のデザインは？

横山委員長【回答】

次回の常任委員会までに準備する。

井上副理事長【意見】

国内と国外の目的と背景を分けてほしい。

協－０４　第３３回山形花火大会の実施（案）に関する件　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会

鈴木本部長【上程】

東海林特別委員長【補足】

井上副理事長【補足】

矢口委員長【質問】

モンテ花火は考えているのか。
鈴木本部長【回答】

今後、話を詰めていく予定である。

矢口委員長【意見】

募金活動はＰＲのみだったので参考にしてほしい。
三浦顧問【意見】

委員会全員で事業に至る背景を確立してほしい。
　　　協－０５　６月公開例会の企画・実施(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会

鈴木本部長【上程】

木村部会長【補足】

横山委員長【意見】

総合マニュアルは時期的に前すぎるとわからなくなる。

　　　協－０６　第３３回山形大花火大会市民サポーターの募集(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会

鈴木本部長【上程】

木村部会長【補足】

三沢議長【意見】

声かけして募集してほしい。

野口理事長【コメント】

花火に関しては公益社団法人になりましたので理事会で決定機関をもって責任をもって行動する。ＪＣＣに関してはＪＣＣがいないから花火が運営できない事ではないが１０６名がそろってできるようにメンバーに伝わる様に議案をもんでほしい。
　　　協－０７「山形案内番所」の検証(案)に関する件

元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】

井上副理事長【審議振替動議】

遠藤室長【審議上程】

野口理事長【コメント】

６年間続いた案内番所も時代の流れで駅構内にできた山形案内板いろんな所に発生してきましたニーズに合わせて閉所する。

審議可決

　　　協－０８　ＪＣＩアワード申請(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】

三浦顧問【意見】

競争の少ないジャンルもあるので確認していただきたい。

　　　協－０９　褒賞制度につながる山形ＪＣ事業の検討(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】

井上副理事長【補足】

齊藤副理事長【意見】

受賞される事業を調査して紹介してほしい。

三浦顧問【質問】

マニュアルの中に申請内容を日本語にして作る。英語にして転作するとあるが英語転作に時間がかかるのでコメントを入れていただきたい。
　　　協－１０　魅力溢れるまち「やまがた」を発信する事業の企画・実施(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】

遠藤室長【補足】

ＪＣにしかできないフェイスブックのページを作成したい。

井上副理事長【補足】

番所である役目は自分達から山形を発信していくイメージである。

三浦顧問【意見】

フェイスブックに入っている人は、数億人いるが辿り着いていない人ももっといるので工夫してほしい。

櫻井委員長【質問】

山形ＪＣが運営していることをうちだしていくのか。
菅原委員長【回答】

うちだしていきます。また、ＪＣのＨＰにもリンクを貼り付ける。

櫻井委員長【意見】

ＪＣのＨＰにリンクを貼る、もしくはファンとして登録しているメンバーはＪＣのメンバーだということでいいと思う。

　　　協－１１　５月公開セミナーの企画・実施に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活力あるひとの創造委員会

佐藤委員長【上程】

　　　協－１２　メンバー参加型情報交流の企画・実施(案)に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活力ある会員交流委員会
櫻井委員長【上程】

１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　　　報－01　ＪＢＭ参加報告について　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議

　　　報－02　四維ＪＣ来訪について　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議

　　　報－03　山形ブロック協議会新春祝賀会参加報告について　　　渉外支援委員会

　　　報－04　復興創造フォーラム２０１２への参加促進について　　渉外支援委員会

　　　報－05　ＡＳＰＡＣセネターゴルフへの参加促進について　　　渉外支援委員会

　　　報－06　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　事務局

　　　報－07　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　事務局

　　　報－08　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　事務局

　　　報－09　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　事務局

　　　報－10　公益社団法人日本青年会議所　理事会・参加依頼について　　事務局

　　　報－11　年会費納入について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事　
　　[第3回定例理事会]　　２０１２年３月２９日　木曜日　１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パレスグランデール
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井監事

皆様、お疲れ様です。これから、セネターゴルフ、ＡＳＰＡＣと各種大会がつづいていきます。理事のメンバーから伝えていただき参加の促進をしていただきたいのでご協力をよろしくお願いします。本日の理事会で議案の未完のものが多いです。しっかり上程スケジュールを確認して理事会にあげていただきたいです。審議がしっかりできる取組みをしていただきたい。理事メンバーの発言にも責任をもってしていただきたい。事務局にお願いですが組織図が未完ですので、またリンクが飛ばない所もラインで確認してください。委員会報告書を拝見したが一枚も入っていないファイルもあります。褒賞委員会で評価できない。去年は、私の担当ラインで指摘をいただきだしていったものであります。初めての方もたくさんいるので経験者の方が指導して下さい。本日は長時間に渡りお疲れ様でした。

２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

